
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年（令和５年） 
 

２０２３年の干支（えと）は『癸卯（みずのとう）』

で，この干支には「これまでの努力が花開き，実り

始める」という意味があると第２学期終業式で話を

しました。そして，迎えた２０２３年１月４日（水）

の仕事始めの日。校長室で，心温まる出来事があり

ました。 

校長室でパソコンに向かい，正月ぼけぎみの頭を

フル回転させて仕事をしていた正午前，校長室の窓

を「コンコン」とノックする音がしました。「新年早々，

何だろう。」と思いながら窓を開けてみると，盛小の

男の子が立っていました。その子の横には恥ずかし

そうに弟くんがしゃがんでいます。 

思いがけない訪問に，少し戸惑いながら尋ねまし

た。「どうしたの？」 

すると，その子は笑顔で言いました。 

「校庭で遊ぼうと思って来たら，駐車場に校長先生

の車があったので，校長先生に新年のあいさつに

来ました。新年明けましておめでとうございます。」 

思いがけない言葉に，嬉しい気もちいっぱいで応

えました。 

「わざわざ言いに来てくれたの？どうもありがと

う！」 

弟くんは，言いたくても言えない様子でもじもじ

しています。優しいお話の絵本のような，なんとも

微笑ましい情景です。 

その兄弟の後ろ姿を見な

がら，私はほんわか温かい気

もちになり，「今年も良い一

年になりそうだなあ。」とひ

とり心の中でつぶやきまし

た。 

 ****************************

６年 三浦咲彩 さん 
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冬
休
み
の
反
省
と
三
学
期
の
め
あ
て 

 

私
が
、
冬
休
み
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
宿
題
を
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
と
、
家
の
手
伝
い
を
毎
日
続
け
る
こ

と
で
す
。 

理
由
は
、
中
学
校
で
は
さ
ら
に
多
く
の
宿
題
が
出
さ

れ
、
休
み
期
間
が
短
く
、
部
活
動
の
時
間
が
あ
る
の
で
、

宿
題
を
す
る
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
な
の

で
、
め
ん
ど
う
く
さ
が
ら
な
い
で
、
最
後
ま
で
や
り
き
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
手
伝
い
を
毎
日

続
け
る
こ
と
で
、
家
族
に
感
謝
の
気
も
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

次
に
、
冬
休
み
の
思
い
出
は
，
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

県
大
会
で
す
。
私
に
と
っ
て
小
学
校
最
後
の
大
会
で
し

た
。 試

合
は
負
け
て
し
ま
い
、
く
や
し
い
気
持
ち
は
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
良
い
思
い
出
と
し
て
残
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
何
回
も
失
敗
し
た
け
ど
、
チ
ー
ム
の
み

ん
な
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
こ
と
が
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
と
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ん
な
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
中
学
校
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
ま
す
。
部
活
動
が
無
い
日
は
、
で
き

る
だ
け
練
習
に
参
加
し
て
、
ま
た
楽
し
く
や
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

次
に
、
三
学
期
の
め
あ
て
は
、
六
年
間
の
振
り
返
り
を

す
る
こ
と
で
す
。
勉
強
だ
け
で
な
く
、
成
長
し
た
こ
と
な

ど
を
振
り
返
り
，
中
学
校
で
さ
ら
に
成
長
す
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
に
生
活
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
た
い
で

す
。
考
え
た
こ
と
を
実
行
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 



************ 

児童会新執行部の任命式が行われ，それぞれに任

命証が手渡されました。これから１年間，盛小学校

児童会の中心となる子どもたちです。 

会 長 迎 山 大 渡 さん ５年 

副会長 石 橋 花 菜 さん ５年 

書 記 新 沼 瑠 宇 さん ５年 

書 記 三 浦 結衣子 さん ４年 

議 長 佐 藤 真 帆 さん ５年 

議 長 及 川 巧 海 さん ４年 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
『おもいやり算』 

第３学期始業式で子どもたちにこんな話をしました。 

およそ１０年前のコマーシャルを参考にしたお話です。主人

公は，小学校６年生の男の子，“僕”です。 
 

ランドセルを背負った小学生の“僕”が，家に帰ろうと道を

歩いていました。バス停に一台のバスが停まりました。バスか
ら一人の女の人が降りてきました。次にお年寄りが降りようと
しています。すると，先に降りた女の人が手を差し伸べたので

す。 
【＋】 たすけあう 
少し歩くと，歩道橋の階段下で，片方の腕で赤ん坊を抱え，

もう片方の手でベビーカーを持ち上げ，階段を昇ろうとする若
いお母さんがいました。その様子を見ていた男の人が，そのベ
ビーカーを持ってあげて，その親子と一緒に階段を昇り始めま

した。 
【－】 ひきうける 
“僕”が公園の前を通ると，公園のベンチで一人寂しげに座

っている小学生の男の子がいました。すると，近くにいた女の
人が優しい声で，「何かあったの？」と声をかけています。 
【×】 こえをかける 

坂道を下っていると，突然の雨。“僕”は持っていた傘を広げ
ました。“僕”の横を黄色の帽子を被った１年生の女の子が急ぎ
足で追い越していきます。その子は傘を持っていないらしく，

うつむいて雨に濡れたまま歩いていきます。“僕”は少し考えま
した。そして・・・ 
その子を追いかけ，自分の傘の中にそっと入れてあげまし

た。 
【÷】 わけあう 
女の子は，ニコッと笑顔になりました。 

それは人を笑顔にする算数。ほら，やさしいでしょ。『おもい
やり算』 

 
３月には，おもいやりあふれる６年生が卒業します。 

この３学期。この６年生と一緒に，盛小学校を「おもいやり

の花※１」でいっぱいにしてほしいと思っています。 

 
 
 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

    校内なわとび大会  第一中入学説明会 
（６年） 

 委員会活動 
 臨時代表委員会 

 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

 ★特別時程 
全校５時間授業 
下校 14:10 頃 

 縦割班長会議① 

  縦割班長会議② 
 
 
《PTA 常任委員会》 

★全校５時間授業 
下校 14:10 頃 

 新入学児 
一日体験入学 

 保護者説明会 

建国記

念の日 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 
  1,2年読み聞かせ 

 クラブ活動 
 児童会朝会 

（委員会活動報告会） 

★全校５時間授業 
 授業参観 
 学級懇談会 

下校 15:00 頃 

 
 

下校 14:10 頃 
《職員会議》 

 漢字大会  

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

 ★全校５時間授業 
下校 15:00 頃 

 3,4年読み聞かせ 

 音楽朝会 
 東京藝術大学 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(2 年) 

 
 
《学校運営協議会》 

天皇誕生日  計算大会  

２６ ２７ ２８     

  5,6年読み聞かせ 
 委員会活動 
 大掃除週間~3/3 

 全校朝会 
 代表委員会 

    

 

盛小学校ホームページ 

（ブログ）携帯サイト 

※１ 「おもいやりの花」とは，児童会のＪＲＣ委員会が取り組んでいる活動です。 


